
文教大学女子短期大学部と慶尚大学校（大韓

民国）が中心となり、標記の日韓共同研究が行

われています。前稿1）に続いて、本研究につい

て紹介させていただきます。

１．日韓栄養・食生活比較研究の目的
湘南フォーラム12号でも紹介させていただき

ましたが1）、本事業は日本学術振興会（JSPS）

と韓国科学技術財団（KOSEF）の共同事業「拠

点大学交流方式による日韓水産科学研究交流

（FiSCUP：Core University Program on Fishery

Science）」における研究交流事業のひとつであ

ります。FiSCUPとは水産科学に関わる国際共同

研究プロジェクト（2001-2010年）で、「水産

学・水産資源変動の解明と非環境負荷・ゼロエ

ミッション型水産業の構築」を主テーマとして

います。日本では北海道大学、韓国では国立釜

慶大学校が拠点大学となって研究事務を統括し、

多数の研究協力大学・研究機関、100名を超える

研究者が参画しています。文教大学女子短期大

学部も日本における研究協力大学の１つです。

FiSCUPは、環境分野、漁業分野、増養殖分野、

食品利用分野の４つの研究分野に大別されてい

ますが、日韓栄養・食生活比較研究は食品利用

分野に属しています。日本人や韓国人は生活習

慣病にかかる比率が欧米諸国に比べて低いこと

が知られています。これは、水産物に含まれる

各種機能性成分の摂取が大きな要因と思われま

す。そこでFISCUPでは、2005年から新しい研究

課題「日韓栄養・食生活比較研究」を設定しま

した。この研究は、両国の食生活をさまざまな

角度から比較研究することによって、主に水産

資源の利用状況と健康との関わり（たとえば、

年齢ごとの水産物摂取量と食習慣との関係、水

産物由来のヒスチジン摂取量と肥満との関係な

ど）を検討しています。また、両国で独自に食

習慣に関わる研究をおこない、その情報交換を

通じて相互理解を促す試みも行っています。本

研究課題の最終目標は、両国において水産物の

摂取と健康増進との関係を明らかにすることで

あります。水産物が健康増進に大きく寄与する

ことを、共通の魚食文化を有する両国で明らか

にしたいと考えています。

２．日韓栄養・食生活比較研究シンポジウム
の活動

これまでの日韓栄養・食生活比較研究シンポ

ジウムの活動は次の通りです。2006年10月29日

に第１回日韓栄養・食生活比較研究シンポジウ

ムを、また2007年11月４日に第２回のシンポジ

ウムを文教大学湘南校舎で開催いたしました。

さらに2008年６月20日に第３回のシンポジウム

を慶尚大学校（韓国）で開催しました。これら

のシンポジウムは前稿1）でプログラムを示して

紹介いたしました。第１回シンポジウムでは８

題、第２回シンポジウムでは12題の演題が発表

されました。これら２回のシンポジウムでは、

大韓民国より著名な４名の研究者を招いて、栄

養・食生活比較研究シンポジウムを開催し盛ん

な討論が行われました。また、第３回のシンポ
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ジウムでは、私を含めた４名の研究者が韓国よ

り招待され、日韓両国よる共同研究を含めた９

題の演題が発表されました。今後、第４回は大

韓民国で、第５回は文教大学湘南キャンパスで

開催する予定です。

現在、日韓両国では高齢化に伴い、糖尿病、

高血圧症、高脂血症、などの生活習慣病が増加し

ていることが、大きな社会問題となっています。

これら生活習慣病は、死亡原因の上位を占めてい

る脳血管疾患や循環器系疾患へ繋がる恐れが高い

ことが知られています。そこで近年、生活習慣病

の原因となるメタボリックシンドローム（内臓脂

肪症候群）が定義され2）、日本ではその予防を目

指した特定保健検診およびその改善を目指した特

定保健指導が始まっています。また、青少年に目

を向けると、肥満が増加しています。その一方で、

女性では神経性食欲不振症（拒食症）の増加も見

られます。これらの背景に食生活の変化があるこ

とは否めません。また、食物アレルギーの増加も

見逃すことのできない問題です。これらの問題解

決のために、水産物の健康増進作用が大きく寄与

するものと期待されています。

３．共同研究の現状
日韓両国の女子学生を対象とした健康状態や

栄養状態と食習慣との関連を調べる共同研究が

2006年から開始され、第２回シンポジウムにお

いて、「Correlation between food habits and

obesity in Korea and Japanese female students」

という演題で、最初の発表が行われました。概

要は前項１）に示しました。また、詳細は湘南フ

ォーラム12号に掲載された論文3）「日韓女子大学

生の食習慣とBMIとの関連」を参照していただ

きたく存じます。また、第３回のシンポジウム

では、「Food Habits and Obesity in Japanese

Female Students」という演題で２回目の発表を

行いました。結果の概要を資料１～４に示しま

す。この研究により、外食、ファストフード摂

取、インスタント食品摂取等の簡素化された食

習慣が多くなると、拒食と過食を繰り返し、正

常体重肥満（隠れ肥満）になる危険性が指摘さ

れました。
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４．共同研究の展望
現在、共同研究としては、女子学生の食習慣

と健康に関する内容が主ですが、今後、水産物

の摂取と女子学生の健康状態や栄養状態との関

連についても調査を行います。すでにその一部

が開始されており、水産物摂取の有用性が明ら

かになりつつあります。さらに、食物アレルギ

ー、拒食症、メタボリックシンドロームが原因

となり発症する循環器系疾患を中心とした生活

習慣病と食習慣や水産物摂取との関連について

も共同研究を開始したいと考えております。
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